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要  約  

日動哺乳患を阻羽する令乳璧防噛首の効果を明らかにするため，ホルスタイシ隆子午舶牒姥用  

いて91）Rさ軒までの試験を2巾り行った。両試験とも15日齢から．3～10威を群親し，全乳・人丁乳・  

乾／，てをト川＝仁政煎させた。   

試験1では毎週1国24旺Ri】明察を行い，叫酵L晰吼 人工乳株食時間，全乳摂取量を記録した。  

1日1頭平均全乳脛を取掛よ2過酷の 4．6kgかち8適齢の11．1kgまで増加し，そり後は11適齢  

以後6つ3～5kg笹一等し速に減少した」また，日下原人工乱麻食時間昧湘臼齢の約100分まで漸増 

たノ．   

試験2では顔＝川舶Lと項目哺乳を比較した。人工乳の摂取最（Y）と平均日給（Ⅹ）との問iこほ，  

哺乳重畳けY＝0．02頸Ⅹ0．3飢（f＝り．92），離乳後でY＝0．0736Ⅹ一2．ほ（f＝D．91）の直線回帰が  

得られ離乳すると人工乳i頭取粂が急速に増加したコ両群とも発育は日ホ発育焙準の平均値と桔ほ  

等Lく，童～恥日齢の推定加科消費量ほ鮒日哺乳で全乳528kgと人l二乳621醸，45日哺乳で全乳  

2日21礪と人丁乳136kgとな一1た。   

瞬刷卯狐自助哺乳韓を阻弔する乳用子牛の囁育払 子  
牛が欲する時に白伽こ慨乳する円然哺乳に近いカ法であ  
ることから．生理的に無珊色）ない哺暫が可能であろう1ノ，  

ぎた哺苛っノ勤を軽猟ーさきる札魚も尤ぎい。しかL，この  

ような無制限プ叫再挙Uよ，飲み過ぎによる消イヒ障害，時に  

ほ才姓氏杏、ノかこよる発育停滞ダ）危険や，育成経費の増大な  

招くことが問題になる。   

このような在勤哺乳器利′局の問題ノ∴沌明らかにす芝，と  

ともに，この方法による、哺乳期間の録録が発育成層い育  

成経済に与える影響を知るた乳 9n日齢お．よぴ45日鵬  

仝乳集団哺肯銑暁を行い，子牛の全乳t人丁乳掛取簾串  

よび発育成績を検討Lた。  

材料および方法  

収鞘薮設；徴監畜産大学附属療場牛舎肉の哺有川鮮飼  

一【、ン‘（ニl・3溺m）を使川1ノた。ベタは人工乳用飼風 琴  

昔i糾ム畜産んザ案菌簡明学研究室 泌幕 帯広畜庶人守附属農壌  
場 Lal二心ratOry Of AnimalIiusbarldry and＊当Jniver5ity FミIrm－Ot）ihiro University of AgricultuF弓alld   
Veterillary M武郎句風Cbilliro，Hr】kkaill口，」とIt柳1．  
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乳 ウす一歩ーかソナそれぞれ2個を備え，ミ自動 分姻戚  

閉演ドアを通じて慶外連動場（曽斜mりに自由に l佃  
・■1－ －■、 ＿Y  

－メイ′  出入でぎを美ぅになっている石嶋乱射ま冷却貯乳  
緒f容量∨㊥み，瞬間加阻器およがニップル1個か  

如郎，相互の間接鞘塞3mのビニーぬ管で楼  

線し．ぺジ閏通路側中央にこ、ソプルを囲発した。   

講読1：奇遇腱ごとの牽乳・人工乳横取状況を  
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 知るこため，本学附属農堺で1975年8月から′8月 20  

に一月毛Lたホル鼓タイソ覆おす子牛只，めすf▲牛  

1q 計1S親を供試Lた。子牛ほ生後ア日間分娩  

房肉で白組愉乱し，さらに7日間は僻劉ノぺソ〉こ束  

九川頑l喝の定畳哺乳な宥って哺乳器往馴らし  

た硬．順次試験哺育ペソに収容したバ鼠週齢に達し無暗  

説醜態終了し，離乳子牛用悸成ペソに移したのや．試誤  

哺琶武ソにほ日野の異なる子牛が常時8～8頭哺許され  

ていナ∴、   

飼料ま恕乳をL、つでも摂取できるように貯乳瀞こ簡給  

し．人工乳（、くふ、あい飼札 ミルタードB）．2番刈乾  

草．麻盈塩を自由に摂取きせた。試験期間は197与年雰  

月かち旬月煮でとし，廻1山24時間の吸乳努よ㌍本革  

乳探食行動庖観軌，，全軋摂取崖と体重愈渕慶し恕。痕  

乳量ほ洒俵凱1何の炊乳ごとに貯乳槽沿帝面際下を  

mm挙世で郵り，應而隠と比重を乗じて算出した。人t 

乳摂取景ほ測定しなか′ンた。   

酢貌2＝ 本学㈲属農場閏ホルンス湧イン種めす子やの  

仁h19ア＄牛＝ヨから7J」環＝閣に生れた12頑を即日鹿  

乳∧関学8月から姐年3月までに生れた14頭を頃日脛  

乳として比畷Lた。収容施計工，錮日灘乳でほ試験1と  

個ほ．鳩襲用帯剣ペアを硬札45日議乳ではこのペソを中  

央や⑭わ転位切り，一〟を哺育ペソとしで45酎鈴音ヤ．  

他方を離乳子牛叩ペソとLて朝日齢から蘭日給まで収  

解し禁＝コ   

飼料給与は45R鮭軋求において，46日紡以降の哺乳  

を中止Lた点城外は，試験lと同隊だ壁乳，人工乳・華  

革・園型撼な自巾掟摂取きせた美食乳・人工乳ほ群ごと  
の給与呈を毎日，残量を15Rごと忙抒置帯革㌧，体整  

ほ13日お箸粧蔀帰した′その他の歴程方法ほ読取1と  

同じヤあっ、た。 

結  果   

輝1：象乳と人⊥乳穐1日平均犠敏也敵およ厨金乳  

摂取里程週給別にガミしたのカも義1であるむ空乳ほ3革鮪  

で1口3臥4．6太鼓から，8避廉の7．樹・｝し約11kg．ま  

8 了  8  9 10 1】1213 1ヰ調  

追  随  
園一11月平均吸乳・人工乳播食暗闇¢惟巌  

義一1全乳■人l＿乳の1H平均顔瀾1川数と  
母乳摂昭局」㈲卜SD〕  

食 乳  ■＼l丸   

適齢 例数  
回数  

2  1 3．†）   

3   4  4．0土2＿2   

4  6  4．5±l．4   

5   7  4，録±：1．1   

6  7  5．9±3．5   

7   8  5．4十3．9   

8   7  7．6±7．．秤   

9  7  7．1士3．9  

1ぐ） 8  4．t）上2．護  

11 9  皇．㌢島士巧．ぎ  

12 1（） 1．8士2，1  

1茅  ‖） 3．0士2．9  

14   講  3．3－3．6  

鼠k挙  国敬   

4．6！）  2．0  

5．48士3．48  9、0士4．慧  

6－7雄士2．髄  9．6士3．7  

毎．75士3，莞5  軋や士嵐4  

6．博士3．19  9，り土蔓．8  

7．粘土4．t6  岳、8±6／9  

11．Q8士6．48 17．6士6i唇  

7．73土3．14  はi±2√′9  

6▲63土3．99 1説4士5．7  

4．19±4．51 1g、4±5．2  

3．41二上さ．7（〕 17．孜士7、4  

5．粛士5．53 1う．き±4．9  

4．46土4．52 1乱3土3．9  

で増加し，その後ほ11週給以後め2二～3帖き彗5kgぜ  

ヤ減少する使打ちてr女られる、。しかし 8．適齢の全貌梯  

羞のルソ列ま0から】Å2kgにわたり，各適齢ともこ偏重  

烙非常に大きかった。人工乳癖取緩，料剋齢で確度た泊  

れていないため，釘丑∴か浄む少発てぅ 2♭昔廻脈円盤＝  

密約9臥別～42分亀ち適齢娘から急速虹勝如L，11  

適齢以後は17～19日」，泳3～93分ぐこ達した動 堂乳と同  

権に偏差ほかなり大きかったり   
各通船の1日平均吸乳・人工乳探食時鱒は国1由よう  

に畠誼齢まで牽乳と人t乳がはぼ平行して増掛し．9甥  

掛から吸乳柑用が減少するの匿対し人」二灘採農時開ほ引  
藩掛、′て増加してい、る。各週の平均値をと1〉て＄日儲か  

ら師日掛7までの1意当り登乳総摂取量を算出せろと   



乳用丁サの柴脚甫育  

乱射東に克った   
供式中の係属紐生時44．2土5．8（平均値±掠準備差）．4  

凋聯60．8±3．4，8適齢削．5±9．6，12適齢1脱5±11．3  

kgで．日本かしスタイン登鎧協会の正常発育陛）が1か  

ノJ払5±11．8．2か月87．6土1声．1，aか月109．7±】4．4  

kgであるのに比べると，4・呂遇齢でやや低く，比適齢  

でほぼ同じ櫨となった。ただし，偏差は各週齢とも原簿  

より小■さく，発育が揃っていキことを示している。   

試験2：試験1の各適齢平均卓乳摂取量から推定Lた  

15日ごとの群の1日平均推定摂嘔立と実刑」した摂取量と  

の関係を求めたのが図2である。9〔＝］哺乳群Ⅷ期の平均  

推建値『こ対しで掛甫乳骸ほ102％とほぼ一致した値を示  

l∴ 相関係数は0．851であった亡 ・ノJ■，45日哺乳群11  

放では相関係数が住921と抑日哺乳群の場合より高か  

汀たものわ，磐哺乳音ほ平均推定値の1望4％になり，か  

なり大きな弟が生じたノ   
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図－4 90口，45［l哺乳群の体箪‘つ推移（M±SD）  

人工乳についてほ，15日ごとの群平均日給と1日1頭  

平均摂取最との関係を求めると囲3のよう忙なり，哺乳  

期間中ほY＝0．0228Ⅹ一0．詭1（r＝り．9礼 離乳後は  

Y＝0．U736Ⅹ一2．18（r二0．91）の回帰直線が得られた。   

以上の罠占果をもとにして，生乳摂取景を即日哺乳群  

では試験1の各適齢平均摂収量の2％増，45日哺乳鮮で  

は24彪増とし．人t乳摂取量を周3の心帰により．8～  

師日齢の飼料消費量な芳川すると，90日哺乳群では全  

乳528kgと人工乳62kg，亜日哺乳群では会乳262kg  

と人工乳136k留になった。   

体重む推称ま図4‡こ示す通りで，両群とも謝～60日  

掛こ日歩標準の平拘値よりもやや低く，即日締ではほぼ  

標準なみであった。鮒日哺乳群と45日噛乳群の閑には，  

60日給までほとんど塞がなく，75日齢からは45日哺乳  

郡の方が幾分良好な発育を示Lた。  

考  秦  

生乳摂取：自動哺乳執こは種々の方式があり已），本試  

験に使用Lたのほ常時日‥匿取乱できるもわで，その点  

そほ自然哺乳にもっとも近い形といえよう。全乳をニッ  

プルから自由に吸乳ませると，1日′¢訓市乳回数は最薗17  

回に及び，1日2～3回ノミサブで安全に給ジーできる日景の  

2～3倍も摂取する盆）とみられていミた。配合代用乳が市赦  

される以前わ屠学的な哺育方法▲〉は，涙状飼料〔全乳と  

棍胴乳）を5～8か月齢まで給ケ・し，1日最高8～10kg  

（3～8適齢時）哺乳するものであったっ   

試験1の締見では，H哺乳量ヰまR適齢の1頭が記撃し  

た1S．9kgが最高で，遡齢ごとの可鳩1勤王11．11こg〔8  

適齢うをビータとし，そ♂）他の過は8kg以ドであった．」   

相  

対1  
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園2；拭除1の二各適齢平均摂取量から推定Lた  

15「にとの帯1∪平均全乳摂収量と一服摂  

量との関係  

i5 30 45 帥 75 9f川  
平児・J日給  

図－3 副港峠平均日齢と人l：乳摂取隠との関係  
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漂た，1盛ほ7適齢から，無慮中4頗は11適齢や眉祭殿  

隊乱した。1日の哺乳回懲も、，最高ほ阿の例終甜）  

ほあでブたが，平均鰍£′爵運搬の7．6回を最高粧，3～毎回  

の週が多かった。ニのように．口由に摂取きせでも1畏  

弔わ液状飼料幸倖の育成糾ヒペて哺乳愚の威少，奴間照  

短縮涛ミ著明霊凍ったの仁ま，人工乳の併給が液状碗粁へ明  

徳有医を低下藩せたためと考えられる。摂取回教†慶と  
もに払渡解に明瞭など一紺あっ七こと、かち，人工乳せ  

日射撰演者ン忍者と液凍飼料から樹形飼料へ嘩磁廃ほ牒通  

暁頃かな転急速隠避むもめと判断される〔  

親族1穐凋削愴乳摂取酌もとに試験2の摂晦蟄を  

策定した偲と寒剤確との仕掛こおいて，45日哺乳群でほ  

剥腋鞘纏髄離拍‰。たの軋こめ辞ギブ試験時雛ミ  

寒漁期隠乳詔汀堰ことと群構成の相斯こよるも顔よ解  

藩れる。推定値と襲湘値の相関俵敷ほ乳日哺乳群O二級  

45日瞞乳群0．、g2と茜雲，推定値ダニ対す私案柳瀬鱒平均  

比率を乗ず和ぎ．1威当りの争乱嘘掻栃蛍の推定掟は適  

用できるものと番えちれ恕。   
丸工乳鏡板＝許鞍1の摂取回数ま8渇齢を魔監望隠近  

やに増加したが．摂取時間は逮如こより曲折があ券包め  

の染撒としでiよ宮子しち直繚約な増加とみるこ′とが懲きよ  

う。こみ′ことほ常軌2野人工乳摂叔盛夏平均日給と密閉  

顧鮎鍼池る高い胡槻酪孫脾3）と柏姐ザるも；のと考  

える。   
哺乳量を減じ，あるい卿滋乳期間を短縮すると固形餅  

科痍取量が増加－㌻巻ことほよ葦知られており5」7），90∪  

喝貌鱒匿氏ぺ感日喩乳詳の敵乳後町人工乳摂取敏郎卜  

2．7蔭と簸いことはうなずけるとこちである。本就放で  

は哺乳期隠垂乳・ん工乳・取払離乳後払人工乳・螢蔑  

を閂由に摂腋ヤきる卿ゆ下で†図3■のよう忙人工乳諺こ  

劾せ冷食欲は哺乳糊・酢乳後それぞ九蘭満席匿凋揖はぺ  
ガ；この時調の聴徴である、ことを岨らか牽こしていこる0   

発智と潮料徴収散・挺済隆：発育絃両群とも標準値と  

慨腐瀾は彗㌧何れをとっても，また一晩的な代用乳4悪日  

哺乳方式琴きでも琴らないと菰られる。この、3饉の媚爾汝  

に巧くい：∈革口齢から舗＝］鵬きでの飼料消費塵牽比樫し   

表一望．愛乳知日，45日哺乳率よ酎細乳4宰日  
噴泉月菰の飼料消頭盤比革tkg）  

祭 乳 fu汁乳 人工乳  

患 乳 知 日 哺 乳   甜 関   
金 乳 d5 日 哺 乳  此  136 

代用乳戯日噂乳  謝  20  1蠣  

たの、が表2である．，   

表2の3哺背旗の浄ヲ勧ま，発育が同等であるとす猟ほ．  

登乳・代用乳・人工乳の価格閣輝から判断すること紅な  
ろう′〕例えば，19閏年ぬ怖軌金軌範円，代用乳蜃巧  

m，人工乳帥門別1てすれば．鮎田崎乳55．741）門，45  

月哺乳乳1肺門，代用乳吸口哺乳17、11q円と鹿り，  

愕用乳甲期離乳が明らかに重刷である′u Lかし乳質や  

出荷碑整にエって版元できない牛乳のある場合は，こく相  

模の全貌早期離乳方式な揺附する可能性も考えちれる。  
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